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下オリーブ核は延髄の全長にわたって,延髄錐体の


























一括 してとり出 した脳幹部を10%ホルマ リンで固定
表 1 症 例 の 概 略
･例 氏 名 年令(オ) 性 臨 床 診 断 臨 床 歴 脳重量(g)脳の肉眼的所見
病理No.1 N.Y. 18 i 火 傷腎 不 全 ガソリンをかぶ り,焼身 自殺 し, 2日後死亡 1450
頭皮浮腫の他者変なし 3642 Ⅰ.S. 37 % 亜急性肝炎 抗結核剤 使用 1年 後,黄痕,曝 気,堰吐,肝
1550 軟膜うっ血,莱幕切痕両側に 359肺 結 核 酵素値 急 騰
し,昏睡に陥 り死亡 ･J-､ルニ7,脳回南平化3 K.J. 48 i
白 血 病 J違憲霊芝晋菅野鮎 是亡 頭 皮 浮 腫頂部出血 3614 K.K. 69 i 輝 癌 腰痛, 胃腸症状には じま り 開腹により腰痛を確認 したが
仝経過約1年間で死亡 1200 脳底動脈に軽度アテローム形成頭頂部腫脹 3535 U.N. 72 % 心 筋 炎膜 呼吸困難,頻脈の加療8こかかわらず,心不全.で,























表 2 全 長
症 例 年令沸 全 長(mm)2bp標本
数㈱1 18 18.
2 9102 37
21.6 10803 48 180 90
4 69 20.2
10115 72 18.2 9
































に偏在する傾向が強い.この表 3 細 胞
数 (左側のみ)症 例 年 令 主 核 内 側 副 核 背 側 副 核
計1 18 523000 78300 27600
6289002 37 540000 79000
21500 6405003 48 522000
75100 25300 6224004 69 46








































では,a)すなわちオリーブ核門の方に リボ フステ ン
が蓄積 し.残 り2/3では.b),C)すなわちオリーブ核
































表4 細胞の方向 3型 と細胞数
症 例 2 症 例 5 合 計 平
均 %a 310 246 556
278 37%b 318 23












報 告 者 細胞 総数 総 長 m




著 者 605000表 6 2症例
の 5カ所における細胞数位 置 症 例 1 症 例
て｢左 右 左 五
1 950 970 685 5
782 1044 1011
815 7903 952
1003 892 8434 83




























か,現在のところ不明である.表7 表6に基づ く分散分析表SS df m S F
坐 447485 19 86329.8
l 31.65 1%5個 人 86329
,8 1左 右 6480.0 6480.
0 2.38位 置 243861.5 4 6096
5.4 22.35個 人 × 左 右 4380.8 1























表 8 連続切片における細胞数(症例 1)
信 早 1 2 3
4 5左 944 1043 971 829 63435 88
986 831 636950
1044 952 835 641右
940 1020 998 818
00938 997 1020 7













べてはるかに小さい.標準偏差に相当 す る数値 として平均平方の
平方根を求めると13.3である.表8に出ている細
胞数の総平均は881であるから,それに対 して1.














ては.加令の他 .種 々の要因が関係 していると思われる.脳
病変の少い症例に関す表 9 表 8に基づ く分散分析表SS df mS F
坐 684398 29 123599.9 8.05


















































































































































































































3.Thecel sizesrangedfrom 5to 35〟.Thesmallcels were plump and
rounded,whilethelargeoneswerepolygonorpickle.
4.Inaboutone-third ofthecells,thelipofuscinpigmentwasconcentrated
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